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	令和5年8月17日（木）14：00～16：00
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	・検討事項
①下水道水洗化率が現状９８．７％から目標値９９．３％になった場合の河川の生活排水
汚濁負荷量の変化と下水道以外の汚濁負荷量比率変化をグラフに入れる。また、人口
変化量もいれること。
②Ｐ.2　八王子未来デザイン　八王子市環境基本計画　八王子市水循環計画の計画

順位区分ける記載をする。
③Ｐ.2 本計画では、ごみ処理基本計画と分ける記載をする。
④Ｐ.1環境基本計画の改定で水質汚濁防止があるのでその記載をする。
ごみ処理基本計画も記載する。
⑤Ｐ.7の図2-1に下水道整備されない地区の明示する。
⑥Ｐ.9 市設置浄化槽についてＰ.31の内容及び浄化槽のメリット（市の維持管理負担・
使用料等）の記載をする。
⑦Ｐ.10　3.3についてもう少し詳しく記載をする。
⑧Ｐ.14・15　処分量低下、それに伴う手数料の高騰、し尿処理の課題は解決策が無い。今後の大きな課題として記載した方が良い。災害対策も記載した方が良い。
⑨水洗化率98.7%と下水道概成100％の区別は分かりにくいのでその記載を工夫する。
⑩下水道区域と浄化槽処理促進区域の区別できる図面とＰ.22の目標、図面を作成する。
⑪概要版にも⑩の図面を裏面等に記載する。
⑫人口推移はごみ処理基本計画と合わせる。



